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さとうきび通信

最低気温 平均気温 雨量（mm） 最高気温 最低気温 平均気温 雨量（mm）

本 年 15.0 18.5 53.5 18.2 12.3 15.4 64.5
平 年 15.1 17.9 104.2 19.0 13.1 16.1 114.6

平年との差 － 0.1 ＋ 0.6 －50.7 － 0.8 － 0.8 － 0.7 －50.1
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79,000ｔきび処理見込

搬入圧搾開始

搬入終了予定

操業終了予定

洗缶日予定

今期の操業計画



 

1. 欠株の原因を見極めてから補植する

2. 苗の選び方が勝負を決める

3. 植え付け深さは“浅すぎず深すぎず”

健全で太い茎を選ぶ

節間が詰まっていて、芽がしっかりしているものが理想

切り口は清潔にし、腐敗した部分は使わない

可能なら2芽以上の苗を使うと活着が安定する

乾燥・湿害・病害虫・機械踏圧など、原因が残ったままだと再び欠株になる

特にイネヨトウ・ハリガネムシが多い圃場は、補植前に対策が必要

土壌が硬い場合は軽く耕しておくと活着が安定する

目安：5〜10cm程度の覆土

深すぎると発芽が遅れ、浅すぎると乾燥で枯れやすい

土と苗を密着させることで乾燥を防ぎ、根張りが良くなる

足で軽く踏む、または手でしっかり押さえる

アースドリル使用時は、掘った穴の周囲が緩むため特に丁寧な鎮圧が効果的

5. 補植後の水分管理

植えた直後に軽く灌水すると活着が早い

乾燥しやすい圃場では、覆土を厚めにする

6. 補植は“早め”が鉄則

欠株を放置すると周囲の株が横に広がり、補植が難しくなる

台風後などは、できるだけ早く補植するのが吉

🌱 さとうきび補植のコツ

土壌に穴を開ける 肥料を入れる きび投入 土をかぶせる 手で押さえる 足で転圧

イネヨトウによる芯枯れ


